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かけはしになれる議会 親しまれる議会をめざして

右から　ラーメン笑福　古味靖朗さん・カレー専門店Cozy's Curry 井上浩司さん・
スイーツ・カフェ nico 東亜実さん・イタリア料理 Terra 吉良好史さん・おにぎり・
小鉢食堂 おばんざい居酒屋　あい笑　店長中尾さくらさん



定例会

　
第１回定例会の議案は　　　

令和3年度予算………………………………… 11件
令和2年度補正予算…………………………… 12件
条例制定… …………………………………………2件
条例の一部改正… ……………………………… 16件
規約の変更… ………………………………………1件
工事変更請負契約… ………………………………1件
財産の無償貸付… …………………………………4件
専決処分の承認… …………………………………1件
指定金融機関の指定… ……………………………1件
議員提出議案… ……………………………………1件

今号では、その中から２つをPick…up

●
第
１
回
定
例
会

令和3年度予算総額… 509億 7478万円
一般会計… 305億 3900万円
特別会計合計（5会計）… 124億 8281万円
　〇育英会奨学資金貸付特別会計… 1362万円
　〇国民健康保険特別会計… 51億 4885万円
　〇後期高齢者医療特別会計… 6億 8484万円
　〇介護保険特別会計… 62億 8066万円
　〇農業集落排水事業特別会計… 3億 5482万円

公営企業会計（5会計）… 79億 5296万円
　〇水道事業会計… 10億 9658万円
　〇簡易水道事業会計… 1億 7033万円
　〇公共下水道事業会計… 9億　188万円
　〇病院事業会計… 50億 9291万円
　〇野村介護老人保健施設事業会計… 6億 9125万円

※金額は、万円未満切り捨てのため、合計が一致しない場合があります。

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
予
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
期
　
２
月
24
日
～
３
月
18
日

会
議
期
間
　
23
日
間

令
和
３
年
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定例会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

低
迷
す
る
地
域
経
済
を
切
れ
目
な
く
支

援
し
ま
す

Pick up
1

●
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

Ｇ
Ｏ…

Ｔ
Ｏ…

せ
い
よ
ジ
オ
ツ
ア
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

（
１
０
０
０
万
円
）

　
愛
媛
県
民
を
対
象
と
し
た
事
業
を
５
月
31
日
ま
で
継
続
実
施
す

る
。

商
業
振
興
商
品
券
助
成
事
業
（
飲
食
応
援
前
売
り
券
事
業
）

（
４
０
０
０
万
円
）

　
つ
な
が
る
西
予
！
飲
食
応
援
前
売
り
券
第
２
弾
へ
の
助
成
を
行

う
。

せ
い
よ
Ｇ
Ｏ…

Ｔ
Ｏ…

買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

（
２
億
２
９
９
０
万
円
）

　
買
い
物
応
援
事
業
第
２
弾
と
し
て
、
消
費
喚
起
及
び
地
域
経
済
の

下
支
え
を
す
る
た
め
、
市
内
の
全
世
帯
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
者
に
対
し
て
、
市
内
参
加
店
舗
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を
配
布
す

る
。

〈
議
案
第
23
号
　
令
和
３
年
度
西
予
市
一
般
会
計
予
算
〉

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
、
産
後

ケ
ア
事
業
、
就
業
支
援
の
拡
充
な
ど

次
世
代
育
成
に
取
り
組
み
ま
す

Pick up
2子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
（
９
９
６
１
万
円
）

　
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化
す
る
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
（
４
４
０
万
円
）

　
経
済
的
理
由
で
結
婚
に
踏
み
き
れ
な
い
世
帯
を
対
象
に
、
新
生
活

に
か
か
る
費
用
を
支
援
す
る
。

母
子
保
健
事
業
（
２
７
７
４
万
円
）

　
健
康
づ
く
り
推
進
課
内
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
産
後
ケ
ア
事
業
を
委
託
実
施
す
る
。

み
ら
い
発
展
就
業
奨
励
金
事
業
（
３
５
０
万
円
）

　
平
成
28
年
度
か
ら
市
内
就
職
を
促
進
す
る
ふ
る
さ
と
就
業
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
る
が
、
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
ま
で
を
対
象

者
と
す
る
よ
う
拡
充
す
る
。

〈
議
案
第
23
号
　
令
和
３
年
度
西
予
市
一
般
会
計
予
算
〉
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令和３年度予算ここに注目

コ
ロ
ナ
対
策
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

国
の
政
策
を
見
据
え
な
が
ら
、
的
確

で
迅
速
な
接
種
対
策
を
！

副
議
長
　
山
本
英
明

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り

地
域
発
「
せ
い
よ
地
域
づ
く
り
事
業
」

の
中
身
と
成
果
に
期
待
！

議
長
　
中
村
一
雅

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

対
策
・
支
援

地
域
事
業
者
と
住
民
へ
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
!!宇

都
宮
久
見
子

農
林
水
産
商
工
予
算

一
次
産
業
と
商
工
予
算
は
西
予
市
の

礎
、
守
り
育
て
地
域
の
活
力
を

和
気
数
男

コ
ロ
ナ
禍
の経済

対
策
に
つ
い
て

第
一
次
産
業
や
飲
食
業
に
対
す
る
経

済
振
興
対
策
に
つ
い
て

宇
都
宮
俊
文

コ
ロ
ナ
対
応
経
済
対
策
予
算

影
響
の
大
き
い
産
業
や
困
窮
者
に
対

す
る
重
点
的
支
援
を

信
宮
徹
也

305億3900万円を可決
令和３年度　一般会計予算

議員18名が注目する予算は

注目
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令和３年度予算ここに注目

ここに注目 !!
令和３年度予算

ジ
オ
パ
ー
ク
拠
点
施
設

整
備
事
業

ジ
オ
パ
ー
ク
再
々
認
定
の
実
現
と
周

辺
観
光
施
設
と
の
コ
ラ
ボ
を

河
野
清
一

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

西
予
市
の
森
林
整
備
、
西
予
市
産
材

の
利
用
を

加
藤
美
香

安
全
・
安
心
な
ま
ち
の

再
建
に
期
待

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た
事
前
復

興
計
画
策
定
の
充
実
を竹

﨑
幸
仁

河
川
維
持
事
業

市
内
河
川
の
豪
雨
災
害
に
か
か
る
流

末
水
路
の
整
備

佐
藤
恒
夫

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
必
要
な
事
業

は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か

源
　
正
樹

建
設
残
土
処
理
場
管
理
事
業

平
成
30
年
災
害
に
よ
る
道
路
及
び
河

川
改
修
の
残
土
処
理
に
役
立
つ

小
玉
忠
重
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令和３年度予算ここに注目

森
林
経
営
管
理
制
度
の

構
築
促
進
を

国
土
の
保
全
や
温
暖
化
防
止
を
図
り
、

持
続
可
能
な
未
来
を
築
く

中
村
敬
治

野
村
地
区
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
の
連

携
に
よ
る
新
支
所
を
含
め
た
未
来
を
！

井
関
陽
一

野
村
地
区
の
都
市
再
生

整
備
に
期
待

中
心
市
街
地
の
復
興
と
賑
わ
い
に
向

け
て
の
取
り
組
み

兵
頭
　
学

「
子
育
て
す
る
な
ら
西
予
」

に
希
望
を

産
科
・
小
児
科
誘
致
と
結
婚
新
生
活

応
援
事
業
に
期
待
す
る二

宮
一
朗

明
浜
柑
橘
加
工
施
設
事
業

５
９
４
４
万
円

柑
橘
産
業
活
性
化
の
た
め
３
年
計
画

約
８
億
円
で
明
浜
町
に
建
設

酒
井
宇
之
吉

ジ
オ
パ
ー
ク
拠
点
施
設

整
備
事
業

毎
日
多
く
の
方
達
に
来
て
い
た
だ
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す森

川
一
義
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質疑・ゆるりあんチャレンジショップ

Q
　
八
幡
浜
地
区
施
設
事
務
組
合
消
防
特
別
会
計
に
お
い
て
、
構
成

市
町
の
経
費
負
担
割
合
は
、
合
併
算
定
替
え
の
特
例
適
用
に
よ
る

基
準
財
政
需
要
額
に
基
づ
き
算
出
す
る
と
あ
る
。
令
和
２
年
度
よ

り
西
予
市
は
一
本
算
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
基
準
財
政
需
要
額
の

算
定
は
ど
う
な
る
の
か

A
　
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
基
準
財
政
需
要
額
は
存
在
し
な
い
た
め
、

旧
基
準
を
使
っ
て
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
存
在
し
な
い
数
字
を

根
拠
に
す
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
合
併
算
定
替
え
か
ら
一

本
算
定
の
見
直
し
と
合
わ
せ
て
、
負
担
割
合
の
あ
り
方
や
そ
の
根

拠
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き
続
き
構
成
市
町
と
の
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

Q
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
帰
り
、

学
習
を
行
う
場
合
に
、
通
信
費
の
保
護
者
負
担
は
あ
る
の
か

A
　
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ⅰ
環
境
の
な
い
家
庭
に
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
無
償

で
貸
し
出
す
と
と
も
に
、
通
信
料
の
保
護
者
負
担
は
求
め
な
い
こ

と
と
す
る
。

●
こ
ん
な
質
疑
が
出
ま
し
た

　来ていただいた方がゆっくりとした時間を過ご
せるようにと「ゆるりあん」との愛称が公募によ
り選ばれました。
　施設には、自由に使える木育広場や多目的に使
える貸館のほか、テナントとして、宇和郵便局、
どんぶり館駅前店、チャレンジショップなどがあ
ります。
　ショップには、ラーメン、カレー、イタリアン、
和食、おにぎり・総菜、カフェ・スイーツなど、
地場産品等を使ったメニューを提供する 6 つの飲
食店が新たに開業します。
　意欲に満ちた方々が、西予市を盛り上げようと
自分の夢にチャレンジし、お客様を笑顔にする空
間づくりと、将来的な市内での事業拡大を目指さ
れています。

JR卯之町駅前複合施設「ゆるりあん」
チャレンジショップに出店される皆さんを紹介します

（表紙の紹介）

和Ｄｉｎｉｎｇ文月　安岡秀一さん（都合により別日に撮影）

4月26日

open
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議案の審議結果

令和３年　第1回西予市議会定例会　議決結果  （令和３年２月24日～３月18日）

表決結果
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議

決

結

果

和
気
　
数
男

宇
都
宮
久
見
子

信
宮
　
徹
也

宇
都
宮
　
俊
文

加
藤
　
美
香

中
村
　
一
雅

河
野
　
清
一

佐
藤
　
恒
夫

山
本
　
英
明

竹
﨑
　
幸
仁

小
玉
　
忠
重

源

　

正

樹

井
関
　
陽
一

中
村
　
敬
治

二
宮
　
一
朗

兵
頭
　
　
学

森
川
　
一
義

酒
井
　
宇
之
吉番　号 件　　　　　　名

議案第１号 西予市特別職の職員の給与の特例に関する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

議案第 12 号 八幡浜地区施設事務組合規約の変更について × ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ × 可　決

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第１号 西予市特別職の職員の給与の特例に関する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第２号 西予市卯之町駅前駐車場の設置及び管理に関する条例制定に
ついて 3 月 18 日 原案可決

議案第３号 西予市生活交通バス条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第４号 西予市保育所条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第５号 西予市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第６号 西予市三瓶文化会館条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第７号 西予市乙亥の里条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第８号 西予市手数料条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第９号 西予市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第 10 号 西予市単独市営住宅条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第 11 号 西予市給水条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第 12 号 八幡浜地区施設事務組合規約の変更について 3 月 18 日 原案可決

議案第 13 号 令和２年度西予市一般会計補正予算（第 12 号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 14 号 令和２年度西予市国民健康保険特別会計補正予算（第６号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 15 号 令和２年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 16 号 令和２年度西予市介護保険特別会計補正予算（第４号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 17 号 令和２年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３
号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 18 号 令和２年度西予市水道事業会計補正予算（第１号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 19 号 令和２年度西予市簡易水道事業会計補正予算（第１号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 20 号 令和２年度西予市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 21 号 令和２年度西予市病院事業会計補正予算（第５号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 22 号 令和２年度西予市野村介護老人保健施設事業会計補正予算
（第４号） 3 月 2 日 原案可決

議案第 23 号 令和３年度西予市一般会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 24 号 令和３年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 25 号 令和３年度西予市国民健康保険特別会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 26 号 令和３年度西予市後期高齢者医療特別会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第 27 号 令和３年度西予市介護保険特別会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 28 号 令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 29 号 令和３年度西予市水道事業会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 30 号 令和３年度西予市簡易水道事業会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 31 号 令和３年度西予市公共下水道事業会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 32 号 令和３年度西予市病院事業会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 33 号 令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算 3 月 18 日 原案可決

議案第 34 号 林道古屋敷線（遊子谷地区）災害復旧工事変更請負契約につ
いて 3 月 2 日 原案可決

議案第 35 号 財産の無償貸付について 3 月 18 日 原案可決

議案第 36 号 財産の無償貸付について 3 月 18 日 原案可決

議案第 37 号 財産の無償貸付について 3 月 18 日 原案可決

議案第 38 号 財産の無償貸付について 3 月 18 日 原案可決

議案第 39 号 西予市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第 40 号
西予市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定につ
いて

3 月 18 日 原案可決

議案第 41 号

西予市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条
例の一部を改正する条例制定について

3 月 18 日 原案可決

議案第 42 号 西予市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基
準等を定める条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第 43 号

西予市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定につ
いて

3 月 18 日 原案可決

議案第 44 号 西予市指定金融機関の指定について 3 月 18 日 原案可決

議案第 45 号 西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を改正する
条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第 46 号 西予市野村介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤務手当に
関する条例の一部を改正する条例制定について 3 月 18 日 原案可決

議案第 47 号 令和２年度西予市一般会計補正予算（第 13 号） 3 月 4 日 原案可決

議案第 48 号 令和２年度西予市一般会計補正予算（第 14 号） 3 月 18 日 原案可決

承認第１号 専決処分第１号の承認を求めることについて 2 月 24 日 原案承認

発議第１号 西予市議会会議規則の一部を改正する規則制定について 3 月 18 日 原案可決

議員派遣の件について 3 月 18 日 承　　認

賛否の別れた議案です。
その他の議案については全会一致です。

（○：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権）　　　　　　　　　　　　　　※議長は採決には加わりません。
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Q
　
高
校
魅
力
化
事
業
の
公
営
塾
に
係
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
状
況
に
つ
い
て

A
　
宇
和
高
校
三
瓶
分
校
に
お
い
て
現
在
１

名
が
活
動
し
て
お
り
、
新
た
に
２
名
を
任

用
す
る
予
定
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
は
野

村
高
校
へ
も
設
置
予
定
で
あ
る
。

委員会審査

委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
よ
り
詳
し
く
担
当
部
署
か
ら
説
明
を
受
け
、
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

14
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
野
村
支
所
庁
舎
改
築
事
業
負
担
金
と
は

A
　
東
宇
和
農
業
協
同
組
合
と
愛
媛
信
用
金

庫
の
負
担
金
で
、
令
和
３
年
度
の
工
事
費

と
監
理
委
託
料
（
継
続
費
の
６
割
）
相
当

分
で
あ
る
。
ま
た
、
愛
媛
県
警
察
分
は
、

設
計
費
、
工
事
費
、
監
理
委
託
料
及
び
公

用
車
や
倉
庫
等
の
使
用
も
含
め
た
全
体
経

費
を
20
年
の
分
割
払
い
で
請
求
す
る
予
定

で
あ
る
。

Q
　
学
校
再
編
推
進
事
業
で
設
置
す
る
検
討

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は

A
　
平
成
19
年
に
制
定
し
、
現
在
は
廃
止
と

な
っ
て
い
る
西
予
市
学
校
再
編
検
討
委
員

会
設
置
要
綱
の
規
定
を
参
考
に
し
て
、
新

た
な
要
綱
を
定
め
た
う
え
で
選
定
を
行

う
。

●
総
務
常
任
委
員
会

Q
　
地
域
子
ど
も
学
び
舎
事
業
の
実
施
箇

所
、
指
導
者
数
及
び
利
用
児
童
数
は

A
　
宇
和
上
、
宇
和
下
、
城
川
、
野
村
、
明

浜
、
三
瓶
の
６
会
場
に
お
い
て
27
名
の
指

導
者
に
よ
っ
て
交
代
制
で
毎
週
土
曜
日
に

行
っ
て
お
り
、
児
童
82
名
が
登
録
し
て
い

る
。

Q
　
西
予
市
図
書
交
流
館
ま
な
び
あ
ん
の
利

用
促
進
対
策
は

A
　
県
内
の
各
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
を

生
か
し
た
利
用
促
進
に
努
め
て
い
る
が
、

当
市
も
研
修
等
を
図
り
な
が
ら
、
事
例
を

学
び
つ
つ
取
り
組
ん
で
行
く
。
さ
ら
に
図

書
の
見
せ
方
も
当
館
の
ロ
ゴ
を
活
用
す
る

な
ど
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
に
一
歩
踏
み
出
し

た
感
覚
で
展
開
し
た
い
。

委員会審査の様子
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委員会審査

21
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
見
通
し
は

A
　
西
予
市
医
師
会
の
意
向
を
受
け
、
市
内

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を
基
本
に
行
う

が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
集
団
接
種
も
検
討

し
た
い
。

Q
　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
内
容
と
今
後

の
見
込
み
は

A
　
少
子
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
未
婚

化
、
晩
婚
化
に
対
す
る
取
組
と
し
て
、
経

済
的
理
由
で
結
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
世
帯

を
対
象
と
し
て
、新
生
活
に
係
る
住
宅
費
、

引
っ
越
し
費
用
等
に
つ
い
て
支
援
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

Q
　
外
国
人
材
活
用
推
進
事
業
の
内
容
と
受

け
入
れ
態
勢
は

A
　
市
内
で
の
監
理
団
体
の
設
立
研
修
、
外

国
人
相
談
窓
口
の
設
立
講
習
会
、
市
内
の

介
護
技
能
実
習
生
受
入
れ
団
体
と
の
情
報

共
有
会
議
費
等
を
計
上
し
て
い
る
。
令
和

●
厚
生
常
任
委
員
会

３
年
２
月
に
候
補
生
２
名
を
面
接
し
て
研

修
等
を
行
っ
た
後
、
順
調
に
い
け
ば
夏
以

降
に
「
つ
く
し
苑
」
に
配
属
の
予
定
。

Q
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
者
に
商
品

券
を
配
布
す
る
が
、
そ
の
対
応
や
取
得
に

関
す
る
周
知
は

A
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
３
つ
の

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員

２
名
を
配
置
す
る
こ
と
で
対
応
強
化
を
図

る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。
商
品
券
配
布
対

象
が
令
和
３
年
８
月
31
日
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
市
民
と
な
っ

て
い
る
が
、
カ
ー
ド
を
申
請
し
て
か
ら
交

付
ま
で
に
約
１
カ
月
か
か
る
た
め
、
７
月

末
ま
で
に
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
周
知
を
図
り
た
い
。

Q
　
民
生
児
童
委
員
の
組
織
状
況
や
な
り
手

不
足
に
つ
い
て

A
　
民
生
児
童
委
員
は
１
６
４
名
で
、
民
生

委
員
が
男
性
72
名
、
女
性
80
名
、
主
任
児

童
委
員
が
１
６
４
名
の
う
ち
12
名
で
、
男

性
２
名
、
女
性
10
名
と
な
っ
て
い
る
。
委

員
の
高
齢
化
が
進
み
、
定
年
後
も
活
動
す

る
人
が
増
え
て
お
り
、
民
生
児
童
委
員
の

な
り
手
不
足
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
当
市
で
は
欠
員
は
な

い
が
、職
務
の
多
様
化
、多
量
化
も
相
ま
っ

て
、
な
り
手
探
し
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な

る
。
地
域
住
民
と
最
も
近
い
距
離
で
活
動

を
行
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
地
域
福
祉
に

は
必
要
不
可
欠
な
存
在
な
の
で
、
引
き
続

き
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

委員会審査の様子
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15
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
西
予
市
単
独
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
の
内
容
は

A
　
入
居
契
約
書
の
更
新
期
限
３
年
を
廃
止

す
る
事
と
築
後
69
年
経
過
し
老
朽
化
し
て

い
る
三
瓶
町
の
朝
立
役
場
前
団
地
を
用
途

廃
止
し
解
体
す
る
た
め
本
条
例
の
別
表
か

ら
削
除
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q
　
野
村
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
の

内
容
は

A
　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
の
５
カ

年
計
画
で
、
野
村
支
所
周
辺
や
商
店
街
、

河
川
沿
い
の
整
備
に
よ
り
、
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
図
る
も
の
で
、
緒
方
酒
造

裏
手
の
交
流
広
場
、
支
所
か
ら
三
島
橋
ま

で
の
市
道
昭
和
線
・
昭
和
線
か
ら
乙
亥
会

館
ま
で
の
市
道
徳
城
線
・
三
島
橋
の
左
岸

か
ら
上
流
に
向
か
う
市
道
山
王
線
の
改

良
、
駐
車
場
整
備
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

広
場
整
備
、
野
村
支
所
庁
舎
の
３
階
会
議

ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た
事
業
で
あ
る
。

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会Q

　
変
更
に
な
る
猟
期
中
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

対
策
事
業
の
補
助
額
は

A
　
イ
ノ
シ
シ
・
二
ホ
ン
ジ
カ
５
０
０
０
円

を
１
万
円
に
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
変
わ
り

な
く
２
万
円
、
タ
ヌ
キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・

ア
ナ
グ
マ
・
ノ
ウ
サ
ギ
２
０
０
０
円
を

３
０
０
０
円
に
、
カ
ラ
ス
１
０
０
０
円
を

１
５
０
０
円
に
、
ヒ
ヨ
ド
リ
２
０
０
円
を

３
０
０
円
と
し
、
通
常
時
と
同
額
で
対
応

す
る
。

Q
　
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
は

A
　
せ
い
よ
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
第
２
弾
と
し
て
、
１
世
帯
当
た
り
１
万

円
分
の
商
品
券
を
全
世
帯
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
者
に
つ
い
て
も
一
人
当

た
り
３
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
３
月
31

日
ま
で
に
郵
送
す
る
。

　
１
万
円
分
に
つ
い
て
は
使
用
期
限
を
５

月
31
日
ま
で
と
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
分

３
０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、
９
月
30
日
ま

で
と
す
る
。

委員会審査

所
管
事
務
調
査

建
設
中
の
小
野
田
牧
場
牛
舎
を
視
察

　
国
の
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等

特
別
対
策
事
業
に
よ
っ
て
完
成
間
近
の
牛

舎
を
視
察
し
た
。
西
予
市
は
県
下
で
最

も
畜
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
こ
の

事
業
に
よ
っ
て
酪
農
に
お
け
る
規
模
拡
大

及
び
担
い
手
確
保
、
畜
産
の
生
産
性
及
び

収
益
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　
将
来
的
に
経
産
牛
を
２
７
６
頭
飼
育

し
、
年
間
生
乳
生
産
量
を
２
８
５
７
ｔ

と
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
リ
ー

ダ
ー
的
牧
場
と
し
て
西
予
市
の
酪
農
を
け

ん
引
し
て
も
ら
い
た
い
。

小野田牧場牛舎（宇和町）
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A
　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
じ
て
、
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
地
域

に
対
す
る
郷
土
愛
を
育
む
と
と

と
も
に
経
済
へ
の
好
循
環
を
目

指
し
た
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク

の
拠
点
施
設
で
あ
る
。
令
和
４

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
、

鉄
骨
平
屋
造
り
、
外
壁
や
内
装

の
木
質
化
を
図
る
。

　
企
画
展
や
屋
内
イ
ベ
ン
ト
、

ホ
ー
ル
と
し
て
利
用
で
き
、
屋

外
に
も
南
側
と
西
側
に
４
メ
ー

ト
ル
の
庇

ひ
さ
し

を
設
け
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
等
で
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
も
確
保
し
、
地
域
や
市
民
の

皆
様
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
施
設
に
な
る
と
期
待
し
て
い

る
。

一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
３

波
を
受
け
て
の
支
援
に
つ
い
て

Q
　
コ
ロ
ナ
禍
第
３
波
で
の
市
長

の
思
い
は

A
　
今
後
の
事
業
と
し
て
、
買
い

物
応
援
事
業
第
２
弾
で
商
品
券

を
配
布
、
ま
た
商
業
振
興
商
品

券
の
第
２
弾
も
始
め
る
。

　
市
内
各
飲
食
店
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
も
万
全
で
あ
り
、
十
分
な

感
染
予
防
対
策
を
し
て
楽
し
く

安
全
に
外
食
し
て
ほ
し
い
。
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

オ
ー
ル
西
予
市
で
こ
の
窮
地
を

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
四
国
西
予
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
つ
い
て

Q
　
そ
の
概
要
は

●
一
般
質
問
み
な
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

成
年
後
見
に
つ
い
て

Q
　
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に

つ
い
て

A
　
令
和
２
年
10
月
、
西
予
市
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
を
西
予
市
地
域
福
祉
計
画
に

包
含
し
、
一
体
的
に
策
定
し
た
。

中
核
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
協
議
を
進

め
、
設
置
後
に
は
、
制
度
の
広

報
機
能
と
相
談
機
能
の
強
化
等

を
図
っ
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

Q
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を

図
る
た
め
の
市
の
考
え
は

A
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け

入
れ
態
勢
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
２
年
度
は
、
皆
田
・
田
之

筋
小
学
校
区
を
対
象
と
す
る
明あ

下し

田た

ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
を
行

い
、
令
和
３
年
度
は
、
多
田
・

中
川
・
石
城
小
学
校
区
を
対
象

と
す
る
な
な
ほ
し
中
川
の
新
施

設
整
備
を
進
め
る
。
さ
ら
に
放

課
後
児
童
支
援
員
等
を
対
象
と

し
た
研
修
等
の
機
会
を
充
実
さ

せ
て
い
く
。

加藤　美香

一般
質問

山本　英明

一般
質問

明
あ

下
し

田
た

クラブの施設

建設中のジオミュージアム
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一般質問

A
　
野
村
地
区
で
は
、
令
和
３
年

内
に
全
て
の
入
居
者
が
自
宅
の

再
建
が
で
き
る
見
込
み
で
、
順

調
に
い
け
ば
令
和
４
年
３
月
に

は
解
体
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
明
間
地
区
で
は
、
治
山
工
事

が
完
了
す
る
ま
で
自
宅
を
再
建

で
き
な
い
入
居
者
が
お
ら
れ
、

解
体
時
期
は
現
在
の
と
こ
ろ
未

定
で
あ
る
。

　
仮
設
住
宅
の
あ
る
野
村
運
動

公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

野
村
地
区
に
お
け
る
健
康
増
進

の
中
心
的
な
施
設
で
あ
り
、
愛

媛
県
と
調
整
を
行
い
、
仮
設
住

宅
解
体
後
、
早
急
に
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
住
民

自
治
に
つ
い
て

Q
　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
へ
の
対
応
は

A
　
地
域
活
動
の
現
場
で
も
会
合

等
が
十
分
で
き
ず
、
計
画
し
て

い
た
事
業
が
実
施
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。
こ
う
い
う
状
況
が

続
く
と
団
体
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
生
じ
、
地

域
活
動
に
も
影
響
が
出
る
と
危

惧
を
し
て
い
る
。

　
各
地
域
に
お
い
て
も
、
適
切

な
感
染
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら

可
能
な
範
囲
で
会
合
等
を
実
施

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す

る
。

仮
設
住
宅
に
つ
い
て

Q
　
仮
設
住
宅
の
今
後
の
予
定
と

撤
去
後
の
整
備
は

水
道
事
業
に
つ
い
て

Q
　
西
予
市
水
道
事
業
宇
和
給
水

区
域
の
断
水
対
策
は

A
　
宇
和
給
水
区
域
に
は
17
の
取

水
施
設
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

ひ
と
つ
に
滝
山
川
か
ら
の
取
水

施
設
が
あ
る
が
、
滝
山
川
は
平

成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
て

お
り
、
十
分
な
量
の
取
水
が
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
主
な
水
源
は
上
松

葉
・
永
長
・
明
石
地
区
の
井
戸

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
こ
で
、
新
城
地
区
の
新
城

水
源
井
戸
と
れ
ん
げ
団
地
付
近

の
永
長
第
１
水
源
井
戸
の
２
カ

所
の
更
新
工
事
を
行
な
っ
て
い

る
。
２
カ
所
の
井
戸
の
更
新
工

事
と
滝
山
川
の
取
水
施
設
が
復

旧
す
れ
ば
、
水
道
水
を
安
定
的

に
供
給
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

Q
　
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
高
齢
化

問
題
と
鳥
獣
被
害
に
対
し
て
の

今
後
の
取
り
組
み
は

A
　
捕
獲
隊
員
の
高
齢
化
に
つ
い

て
は
、
狩
猟
免
許
の
取
得
者
を

増
や
す
と
と
も
に
、
捕
獲
技
術

の
伝
承
、
後
継
者
の
育
成
に
努

め
て
い
く
。
駆
除
対
策
と
し
て

は
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
実
績
に

応
じ
て
交
付
す
る
奨
励
金
の
単

価
を
、
狩
猟
期
間
中
は
半
額
程

度
と
し
て
い
た
が
、
令
和
３
年

度
か
ら
は
年
間
を
通
し
て
通
常

単
価
と
し
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

圧
を
高
め
る
。

兵頭　　学

一般
質問

佐藤　恒夫

一般
質問

仮設野村保育所撤去跡

永長第 1 水源井戸更新工事
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一般質問

地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

てQ
　
市
民
検
討
委
員
会
か
ら
の
中

間
報
告
の
感
想
と
職
員
の
居
住

地
で
地
域
課
題
に
向
き
合
う
必

要
は

A
　
中
間
報
告
は
、
市
民
目
線
で

地
域
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
セ
ン

タ
ー
化
に
向
け
て
地
域
と
の
具

体
的
な
検
討
が
始
ま
る
た
め
、

職
員
に
は
、
そ
う
い
っ
た
地
域

と
の
話
合
い
の
場
に
積
極
的
に

関
わ
り
、
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け

た
協
議
を
進
め
て
い
く
よ
う
指

示
し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
対
応
に
つ
い
て

Q
　
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
お
友
達
登
録

を
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
で

き
な
い
か

公
共
施
設
に
つ
い
て

Q
　
公
共
施
設
の
統
廃
合
・
除
却

の
実
績
は

A
　
廃
止
に
合
わ
せ
た
既
存
施
設

へ
の
統
合
事
例
と
し
て
、
城
川

地
区
の
小
学
校
再
編
、
宇
和
地

区
の
明
間
小
学
校
の
皆
田
小
学

校
へ
の
統
合
が
あ
る
。

　
廃
止
に
合
わ
せ
て
民
間
譲
渡

し
た
事
例
と
し
て
、
多
田
・
石

城
保
育
園
、
健
康
保
養
地
中
核

施
設
、
宝
泉
坊
ロ
ッ
ジ
、
野
村

農
業
公
園
等
が
あ
る
。

　
除
却
の
事
例
と
し
て
、
旧
西

予
市
立
宇
和
病
院
、
西
予
市
民

図
書
館
、
旧
野
村
保
育
所
、
旧

高
山
小
学
校
、
三
瓶
授
産
場
を

除
却
し
た
。

Q
　
施
設
の
除
却
が
進
ま
な
い
要
因

は

A
　
除
却
を
行
う
に
は
、
施
設
の

必
要
性
を
総
合
的
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
遅
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
補
助
事
業
な
ど
の
有

効
財
源
が
見
込
め
ず
、
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
を
除
却
す
る
場

合
、
主
に
一
般
財
源
で
対
応
す

る
し
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
は
、
跡
地
に
新
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
除

却
費
用
を
他
の
補
助
金
や
起
債

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

源　　正樹

一般
質問

A
　
近
年
地
方
自
治
体
で
も
、
ラ

イ
ン
を
活
用
し
た
情
報
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
が
進
み
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
が
増
え
て
い
る
。
現
在
は
、

片
方
向
か
ら
の
情
報
配
信
に

な
っ
て
い
る
が
、
配
信
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
か

ら
直
接
情
報
を
頂
く
双
方
向
性

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

な
る
。

　
費
用
対
効
果
や
利
便
性
を
含

め
、
有
力
な
選
択
肢
と
し
て
検

討
す
る
。

二宮　一朗

一般
質問

SNS で関係人口を増やそう

有効活用されている旧小学校 ( 明浜町狩江地区 )
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一般質問

A
　
令
和
３
年
度
中
に
、
環
境
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
環
境
の
保

全
及
び
創
造
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
の
環
境
基
本
計
画
を
策

定
予
定
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
度
に
、
環
境
基
本

計
画
を
踏
ま
え
て
、
市
自
ら
の

省
エ
ネ
目
標
を
定
め
る
地
球
温

暖
化
対
策
地
方
公
共
団
体
実
行

計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
計
画
に
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
係
る
具
体
策
を
盛
り

込
む
事
と
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て

Q
　
市
政
へ
の
反
映
や
関
連
す
る

取
組
、
今
後
の
展
開
は

A
　
西
予
市
の
特
徴
で
あ
る
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
等
を
通
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
啓
発
事
業
等
に
加
え
、

各
施
策
を
通
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

啓
発
、
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
に

は
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
各
種
団
体
、

企
業
、
議
会
、
全
て
の
関
係
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
主
体
性

を
持
っ
た
行
動
が
必
要
に
な
る

の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

Q
　
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
し
て
、

地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
行

動
計
画
策
定
は
で
き
な
い
か

生
活
保
護
に
つ
い
て

Q
　
生
活
保
護
の
財
源
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

A
　
生
活
保
護
の
財
源
は
、
扶
助

費
等
国
庫
負
担
金
４
分
の
３
、

市
４
分
の
１
で
あ
る
。
生
活
保

護
法
第
73
条
に
お
い
て
、
居
住

地
が
な
い
、
ま
た
明
ら
か
で
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

が
支
弁
し
た
保
護
費
の
４
分
の

１
を
県
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
。

Q
　
扶
養
照
会
に
つ
い
て
申
請
者

が
断
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か

A
　
申
請
者
が
扶
養
照
会
を
拒
ま

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
そ
の
事
情

に
つ
い
て
、
丁
寧
に
聞
き
取
り

を
行
い
、
国
が
示
し
た
判
断
基

準
に
直
接
当
て
は
ま
ら
な
い
場

合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
と
同

等
の
も
の
と
判
断
で
き
る
場
合

に
は
、
扶
養
照
会
を
控
え
る
な

ど
、
申
請
者
に
よ
り
配
慮
し
た

対
応
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
保
護
の
適
正
実
施
に
当
た
り
、

扶
養
調
査
に
つ
い
て
は
、
機
械

的
に
取
り
扱
う
こ
と
な
く
、
県

の
技
術
的
助
言
を
得
な
が
ら
、

個
々
の
事
情
に
即
し
、
慎
重
か

つ
柔
軟
な
運
用
を
し
て
い
き
た

い
。

中村　敬治

一般
質問

和気　数男

一般
質問

ＳＤＧｓのマーク 17 の目標を 17 色に
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
も
み
え
な
い
状

況
で
す
が
、
西
予
市
で
は
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
感
染
拡
大
前
の
状
態

に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ウ
イ
ル
ス
と
共
存

し
た
社
会
環
境
を
構
築
し
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
事
を

願
う
ば
か
り
で
す
。河

野

清
一

　ぼくの夢は、野球選手になることです。理由は、野

球の番組を見ているときに、ヒットを打ったりホーム

ランを打ったりして、チームの役に立っているのがかっ

こいいなと思ったからです。そのために、中学生になっ

たら野球部に入ってたくさん練習して、コントロール

よく投げられるようになりたいです。また、野球選手

になったら、子どもたちに野球を教えてみたいです。

体育の時間になかなか上手にできない子がいます。そ

んな子に上手に教えられるようになれたらうれしいで

す。今後は、勉強も頑張りながら、野球の練習を欠か

さないように努力します。みんなに、夢を与えられる

選手になりたいです。

きかせて！あなたの夢
西予市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。

委

員

長

副
委
員
長

委

員

佐
藤

恒
夫

信
宮

徹
也

和
気

数
男

宇
都
宮
久
見
子

河
野

清
一

山
本

英
明

源

正
樹

◎
編　

集　

委　

員

鈴木　蓮
れん

（惣川小学校6年）

議会レポ ート 議会で初めてリモート研修会
　働き方が多様化している現在、テレワークとの言葉を耳にしますが、

その言葉が現実となり、西予市議会でもリモート研修を行いました。

片山善博先生の講演会
令和 3年 3月 15日に、テレビなどで活躍され

ている元鳥取県知事で現在早稲田大学教授の片山

善博先生の講演を聞きました。

テーマは「人口減少社会での地方自治体と地方

議員のできること」コロナ禍の中で、地方創生の

実現は国だよりでは実現しない。あらゆる課題の

解決に向けて自らが行動していくことを片山先生

の経験で分かりやすく話をして頂きました。


